
エッセイ 472：金 銀惠「飯舘村、再生のジレンマを乗り越えて」 

１．日本研究者として福島にどう向き合うべきか。 

  

震災から 4年半、SGRA ふくしまスタディツアーも 4回目になりました。 

  

私は、2011年の渥美奨学生として、東北大震災以降の、日本国内外での大混乱を生々しく経験しました。そ

れは、一生忘れられない経験でした。その年、「石巻の炊き出し」にも参加して、震災地の住民たちの力になりた

いという気持ちも少しは晴れました。一方で「福島原発事故」には、如何なる形で向き合うべきかと悩みましたが、

その頃は、直後の事故収束で緊迫していて、「再生」は、まだ私の心には響かない言葉でした。 

  

私は、帰国して博士号を取得した後、「グローバリゼーション時代の東アジア都市の危機と転換」というテーマの研

究チームで、共存とサステナビリティが可能な東アジアの都市を模索しています。勿論、他の日本研究にも関りなが

ら、原発が生み出す「危険景観(Riskscape)」を巡る北東アジア(日本・中国・台湾・韓国)での対応や変化を

分析しています。特に、私は、「福島原発事故以後、日本市民社会の変化と模索」の研究に集中しています。 

  

２．2014 年冬、 パイロットスタディ 

  

私は、去年(2014年)12月に、初めて飯舘村を訪ねました。それまでも「福島の対応」に関心を持ちながら、マス

コミ報道や資料を読み続けていました。だが、自分が現地で目の当たりにしたフレコンバックのピラミッドは、言葉に

尽くせない凄まじい光景でした。2 日間の訪問の中で「ふくしま再生の会」の田尾陽一さんが、最初の飯舘村民と

の出会いから、NPO法人に至るまでの経緯を詳しく説明してくれ、菅野宗夫さんは、事故直後の混乱から抜け出

して、再生に向かう決意を語ってくれました。 

  

何よりも私にとって印象的だったのは「科学技術への信頼回復」のために、被災した農民とボランティアと科学者が

共同作業をする姿勢でした。 

  

「反原発・脱原発」という言葉をよく使いますが、実際、現場で住民と手を組んで、一歩ずつ踏み出す団体は数

少ないのが現実です。目に見えない放射能だからこそ、科学技術との連携が必ず必要です。その点で「ふくしま再

生の会」は、世界最先端の科学技術者の集まりではないかと思いました。 

  

その夜の交流会では、工学と農学・林学の研究者、そしてボランティアの方々が一緒に、原発事故の原因、事故

収束などについて、激論が続きました。人災に近い原発事故。そこから立ち上がるため、農民の知恵と多様な専

門の融合の中から生まれ出たアイディアを少しずつ実験して、そのプロセスや結果を世界に発信するという考えに、

私も共感しました。特に、「農学（農業）の力で福島を再生したい」という熱い思いに感動し、自然の再生を生

かす科学こそが、人を生かす学問になると思いました。雪が積もった寒い朝、管野さんの奥さんの千恵子さんから

暖かい靴下を貰って、明大農学部が設置した「ビニールハウスでの作業」を手伝いしなら、「農学に才能がある」と

褒められて、再生のための実験に少しでも力になりたいと思いました。 

  

３．2015 年秋、再参加と協働作業 

  

今回のスタディツアーには、渥美財団の仲間や関係者など国籍や分野、性別も世代も多様なメンバー達と共に

参加しました。ツアーの 2週間前に「豪雨のニュース」を聞いて本当に心配でした。「再生の会」からのメールでは、

「再生の会」の拠点である菅野宗夫さんのお宅の周りの道路は破壊され、実験用ビニールハウスから収穫前の田



んぼまでが被害を受けたことも伝えられました。実際、行ってみたら、道路やビニールハウスは復旧されていましたが、

力を注いだ田んぼの 1/5 位の稲は、降雨で倒れてしまっていました。 

  

2 日目の協働作業体験は、その倒れた稲を起しながらの稲刈り作業と収穫の祭でした。 

  

慣れない農作業の途中、周りで落穂拾いをしている二人に出会いました。将来飯舘村長の夢を持つ若い世代の

代表、佐藤聡太君は、不安や期待が交差しながらも、飯舘村の再生に熱い抱負を語ってくれました。もう一人は、

千葉からのボランティアの方で、今回が 2年目の「稲刈りへの参加」で、落穂をお宅に飾って「福島の再生」を祈念

していると話してくれました。 

  

正直、昨年初めて参加した時には、「再生」という言葉自体に大きな疑問もありましたが、今回は「再生の力は、

人の力だ」と強く感じました。 

  

「イネ(畑作)試験栽培」の田んぼの稲刈り作業の中で、「コオロギ、ミミズ、オケラ、お腹が赤いイモリ」まで生きてい

て、「こんなに多様な生き物の居場所でもあった」と日本語の名前や子供の頃の思い出なども話し合いました。「生

命の居場所としての土地」を再生することが、本当の再生の第一歩だと再確認した瞬間でした。しかし、向こうの

田んぼにはびこる雑草を除去する作業からは、一日中凄い音が聞こえていました。骨の折れる除染作業、私が出

会った政府から派遣されている作業員も、みんな若者でした。こうした厳しい労働を「再生の喜び」と結び付ける政

策は本当にないのかと思いました。 

  

４． 厳しい現状を乗り越えて 

  

しかし、「再生の念願」を無駄にしないためにも、幾つかの矛盾を考えたいと思います。 

まず、直接に測ってみても「放射線量」はまだまだ高くて、場所や条件別に相当の差があり、その実態を乗り越える

除染方法を政策に転換する制度改革が切実に求められているのです。東京に戻る新幹線の中では TPP の交渉

で、日本の都市消費者は、海外から安い食糧を輸入出来ることに喜んでいるというニュースが流れていました。 

  

日本政府の無理な帰還政策だけではなく、厳しい現状に囲まれた「福島農業と住民に本当に役に立つ帰還政

策の中身は何か」、「帰還した他の地域の問題(高齢者中心、訴訟など)と、飯舘村の帰還は、どのくらいの差別

性をみせるのか」などを議論する必要があると思います。 

  

最後に、国土面積に比べて世界で一番密集した「韓国の原発」、30km圏域だけで 300万以上の人口が住ん

でいることを思い出しました。現在の日本が原発事故以降直面した厳しい現実から、挑戦しつつある科学的・社

会的な実験をどのように活かすか、これからも飯舘村の再生の道に注目すべきだと思いました。 
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